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「重症熱性血小板減少症候群（SFTS）に関するQ&A」の更新について

（周知依頼） 

 

このことについて、令和８年 10月７日付けで厚生労働省健康・生活衛生局感染症対

策部感染症対策課から別添のとおり通知がありましたので、お知らせいたします。 

今回の更新では、SFTSウイルスへの曝露後の健康管理について、一般の方、医療機

関・検査機関の方及び獣医療従事者等の専門家向けに、それぞれ項目が追加されてい

ます。 

特に、獣医療従事者向けには、SFTSを発症した、又は発症が疑われる犬猫等の血液

や体液に曝露した場合の対応として、直後の洗浄、施設管理者等への報告、医療機関

又は保健所への相談、14日間の健康観察等が示されています。 

また、厚生労働省からは、人獣共通感染症病原体監視システム（ZAS）の積極的な活

用についても、併せて依頼されています。 

つきましては、貴会会員に対し、本 Q&Aの更新内容及び ZASの活用についてご周知

くださいますようお願いいたします。 

 

本件内容の問合せ先 

公益社団法人 日本獣医師会 事業担当 中村 

TEL  03-3475-1601 


